
令和７年度町内会長会議 町内会からの質疑 

 

（五泉地区）令和７年５月 21 日（水） ラポルテ五泉 

 

町内会名：水島町町内会      

 件名：既設 LED 防犯灯の故障取換えに係る補助金交付について 

 

水島町町内会では補助金交付制度を活用し、平成 27 年度から平成 30 年度の 4 年間に 

かけて蛍光灯型防犯灯の 50 灯全て、LED 化しております。 

 LED 防犯灯の期待寿命 10 年が近づいておりますが、昨年度には LED 化して始めて 6 灯の防犯灯

が全消灯（交換から 5 年～8 年経過）し、4 灯が点滅故障、その他照度が著しく低下しないものの LED

電球の一部消灯した LED 防犯灯を把握しました。 

しかし、故障した LED 防犯灯の全数交換は町内会予算上難しく、取り敢えず電気工事店には全消

灯した 6 灯のみ交換し、一部の防犯灯については電源を一時遮断する措置を講じてもらいました。今

後ますます故障 LED 防犯灯が増えると財政的に対応しきれないと危惧しております。 

なお、参考に近隣市を調べたら、新潟市や阿賀野市は昨年度から LED 街路灯の取換え助成制度が

行われているようです。五泉市も可能な限り早い時期に、既設の LED 防犯灯の故障取換えに対して

も補助金交付の拡充措置をお願いするものであります。 

 

回答：（市長） 

  防犯灯について、ご意見をいただきました。 

防犯灯につきましては、集落内は町内会で、集落と集落の間は市で、それぞれ維持管理しており、防

犯灯に係る電気料金については、町内会管理のものも含め、全額を市で負担しているところでありま

す。 

また、平成 26 年度より環境負荷の軽減を目的とし、町内会が行う防犯灯の LED 化に対し、新設１

基あたり１万円、蛍光灯からの取替１基あたり１万５千円を支援しております。令和 6 年度末で町内

会管理の防犯灯は市全体で 7,070 灯あり、LED 化率は、63.5％となっております。 

今回いただきましたご意見は、補助対象を拡充し、すでに LED 化した防犯灯の故障取換えについて

も補助対象としてほしいとのことであります。 

市といたしましては、まずは既設防犯灯の LED 化を進め補助制度の目的である環境負荷の軽減を図

っていきたいと考えておりますが、今回、町内会の現状もお伝えいただきましたので、LED 防犯灯の

故障取換え支援について検討してまいります。 

なお、県内他市の防犯灯に対する助成状況につきましては、お伝えいただいたとおり、LED 防犯灯

の故障取換えに助成している市がある一方で、LED 化の補助制度や電気料補助が無い市もあり、様々

でありますので、県内他市の防犯灯に係る全体的な補助状況も参考にしてまいりたいと考えておりま

す。 

 

 



（村松地区）令和７年５月 22 日（木） さくらんど会館 

 

 町内会名：中野橋町内会      

 件名：防犯灯の LED 化費用補助金の拡充及び維持について 

 

  2027 年以降、蛍光灯が枯渇することが予想されます。 

  町内で管理する防犯灯の多くは蛍光灯式です。 

今後、町内会管理の防犯灯を LED 化するための費用を増額し、補助金の拡充がなけれ 

ば、町内会の予算による防犯灯の維持が困難となります。市の考えをお聞きかせ願いたい。 

 

回答：（市長） 

 防犯灯の LED 化費用の補助金の拡充及び維持について、ご意見をいただきました。 

防犯灯につきましては、集落内は町内会管理で、集落と集落の間は市で、それぞれ維持管理してお

り、防犯灯に係る電気料金については、町内会管理のものも含め、全額を市で負担しているところであ

ります。 

また、平成 26 年度より環境負荷の軽減を目的とし、町内会が行う防犯灯の LED 化に対し、新設１

基あたり１万円、蛍光灯からの取替１基あたり１万５千円を支援しております。補助額につきまして

は、10 年間の維持管理費や取替費用等を勘案し、蛍光灯式防犯灯よりも町内会が負担する維持管理費

用が削減できるよう、金額を定めたものであります。 

参考までに、令和６年度末現在で町内会管理の防犯灯は市全体で 7,070 灯あり、LED 化率は、63.5％

となっております。今後も環境に配慮した防犯灯の LED 化を推進していきたいと考えております。 

補助額の拡充につきましては、昨年度も同様のご要望をいただいており、検討いたしましたが、平成

26 年度の補助制度開始以降、すでに多くの町内会で現補助額により LED 化を進めてきていること、

及び LED への取替費用が補助制度開始時から変動していないことを踏まえ、現時点では現在の補助制

度を維持していきたいと考えておりますが、社会情勢の変化を見ながら検討を続けてまいります。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 


